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はじめに

日常診療におL ‘て X 線像がら l~fる悩E織はt誕めて多

く，診断が微細化するにつれ，辺、者当りのJt詰彩枚数は

r~JJIIの一途をたどっている。枚数の犠加はまた，う'~l，位

の進歩や.fftli.m~wの開発等によるところも大き L 、。

x~~点に含まれる像は，生体|付j縦総 (3 次元〉の

2次平[mへの射影{象て'あり，その統影には， X線の~

迦的性質に起|討するい くつかの間j謡も'f.T-在する。これ

等の写況は通常そのま L民1~1iにより縦祭され. 淡忠告!j

織の抽出が(1"われるが，よればJ:としてパターン総減

による。従って疾忠の示す形態学的変化が少ない場

合は. 情憾の抽出を行う、ニとが凶:!li~となる。また統彩

のWi巣行われた判定におIしては，多くの場合解削ザ':(1旬

~付けはj干し、j就いため， パターンi認識のがi楽の!剖質的:

は，それほど大きいとIh、えない場合も多L、TI.Jet.診を

'!I\I~しくしている l瓜凶には，像そのものへの各限の陣容

陰影がある。 ζ のような陰影を，災伐によって徐ニう

とする一つの{知IJ/J;me熔段影であり.この方法により前

後に重なる!隊総彩が除かれ 1 1 的;:~)(:立の観察が谷弘とな

る。また，各自1造形法も有効な隊f!::彩除去の一つであ

る。ニのような各係方法により充分な診断が行われる

ならば，これから述べようとする情線処理IIのウエート
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はそれほど尚くはならなしであろう。

X線{象の観祭において形見E学的変化の犯磁の進歩に

比絞して，比較的米開発の分野とされる濃度↑か織の定

f量的な抗日怒や， またX線の物理的t上質な 100%利#lし

た特')'*X線写真の作製， さらには1.:主体を 3次元情縦

としてそのま L泊.像の形でとらえるための方法等への

試行において. コソピa ータが必要イ-:ïiJ欠のう，~ji~l とし

てieiJ:甘されるようになってきた。

X線像のヨンピふータ解析をfi'う;場合，そのI.J(1均等

により処理法が異なる。まず対象X線{象の~U.J3iに関し

ては.既製の般Z診をミ校による 1&の静止X線像の処理

と彼数枚の処理Lおよび右足山系と一体となった処理決

院が考えられる。う日Iltに関しては動的な樹像情織をt~

供するX線テレビ{象があるが4れはfU数枚の処裂と考

えてよ¥.。父処理量のl付~I二関していえば. l)l.託銀の像

のlゃからλ:観を初|して主主観的情報省ピ抽出する。 2)通説・

のX線写~!の表現官g.ïJを超えた処理を行い，新L心情

報をJjd供する。 3)迅速に多くの機械的処理をfiい，診

綴久芦ヅフの'f闘を35く。-l)f彰印liの診断によりヨード

{じされた情報を盤理11.保管し任意に解析を行う。 5)1象

のファイノレを(-ï-~、医師への提供な迅速イじする。 6)医師

に代りi象の{i-;;皮のパターンj認綴をfi'う。といった災に



司自

ぬ沢 jt Iぷ

多くの処磁をコ γ ピ a ータ.ð~fi'いうる可能性が生じ，

また現;たにそのいくつかが拭みられつムある。これ令

の4寺紙すべき綾近の絡I<<iとしては.X総決慌の中ιtH

み込まれた小型コ γビュ ータと，門型のX線スキャナ

とをど組合せ. X線吸収の情1織を解析して.1脳1I!Il均等で

は，造影斉1Jの助けをかりずに横断X線像を作り出す

ComplItel'ized axiaJ tomogl'aphy (CAT)7)の出現

であり， この処理は，ょの 2)に欄当するが. J盈?哲の

X線写真の概念~大きく変えたものということができ

る。よれにつL・ては後述する。

1， X線像のコンピュータへの入カ

i泊二蛾彩されたX線写!~~であ:1しまたX~テレビ.

l決l舗の如きもので‘あれ，それらが持つ情報は辿統的な

アナログデータの形で記録あるいは拠供される。}カ

ヨンピ.‘ -jI(よ一般的には，!縦!放的なディジタノレデー

タの形て強r.tが行われるためこの聞に何等かの変換系

をおく必要がある。また 2次元図形であるX線写PE

〈テνビ等ではこれに時間の情報が加わる}の淡伎を取

りHIすために，スキャナが用いられる。 ζ れには通常

機械的な方法と泡~t的な方法がある。 1前ド狗i'，ぷ

ア{ム古を~t持守つメカユカ Jルレスキ 4ヤ，ナ ， 後省は. Jつは，

CRT 1~:J:で微小なメポットの移動会f行わせ，党ìli子

.r~(後~;I二よって繭{象俗号をnる方法で flying SIlOI 

scanner (FSS)とIIf.び.もう一方は victiconによる

テレピ光訟法. image clj~seclor t ube を月1~ ‘た方法

で vidiconによるものより分解能は数段良いとされ

る。二のようなj診で電気信号に変換されたデータが更

に，アナロ〆グ f~;:.タル変射性l併により E主総データ I':~

えられる。数似{データへの変換精度は対象によって火、

なるが. x線写jl~の場合 I 辺 (X~えはy) の臨似品!H従

が21ffi訟で10(102.0-12 (-1ω6)ピット，淡度情報に

関しては5(32レペル)-8ピッ ト(256レベJレ〉が必

要とされる。メカニカルスキャナでは』広大走査を行な

わない場合Wi似総l釦，18-10ピッ ト，波・度に対しては

10ピット程度であり. FSS では~糠12 ピット程度，

濃度は8ピット程度はカパーするが尚Iiniである。ピデ

ォ系ではt祭場方式の湯合じは.1長銀8-9ピザトであ

り.1，伐皮は-1......5ピットである。ディジタノレ変換され

たX線(~が，コソピ s ータの記総~1il:にどのようなれ

似合-"j，えるかを見ると，仮に艦隊10ピッ 1，.淡度8ピ

ットの変換を行った場合16ピット 1泌の小型コンビ品

ータでは 52，.JK詰‘のメモ リを必要とする。このよう

なメモリを持つう~inは，処}'l_，llプログラムで必要とする

メそりの分まで考えれば，かなりの規際のコソピ ;J.-

2 

タでない と実現出来な~.。従って静止悩{象の処理のみ

{r考・えたとき，ジき姥i踊においてかなりの経済的負担{c

f考えなければならなb、場合が多L、。

2.静止X線像の処理

主再4ニ1枚の像のコンピュ-:;.処F.:l!の1.:1e'-Jとしては，

，11測，総かく，又は特徴抽出.パター γ識別の3つが

ある。 ζ の青l'iJUJに関して，例えば，心陰影の織別か

ら心的出盆を計測する然みω. 1"1傑に心胸tJs係数をJ'J
!f~Jij十初、lト~-る試み2)14).がある， 三オl~事l主主として省力

化の'.1的で;:十測をiiっているが，求めるパラメ ータも

それほど絞維ではないしまたゆ;際のUlJ交をも要求し.

ないのでテレビによる凶像入力法が多L、。訟llJらは

M抑制恥 Beckt:rらが俄みた70mm間接綴彩から心

胸郎係数の自動計側主:hう方itのを進めて，比較的i向

めな境界滋別法によって 1~I !llJJ計測し. llt陶jlJ;~~際にす l'

illllした係数とコンピaータによる方法が86%の一致準

金見たと被告しているHL コンピ込ータは8K認のも

のを刑期しているが，フィルムのr'I助活り剛la~~きめ

lf-j(当り20秒前後で紋終的を得る二とが111米た@もL

この測定会人為的に行なうとすれば;n-:~Jを含め数分I.t.

かかるので，省力化として役立つものと勾えられるや

もう・・つのぷみはn!WJJI'ð[IJではあるが，パターンi~\~

別の問題も含む51j皮の計測をu指している111'わらの，

小児j投開i1ilX線写交のdllJ定28)である。 ζれはi泊7百・1盗31予

外科節減で人為的に測定される先天性股関節j悦日のお、

l析のための計測さfコゾピ A ータによりm迷i二行うこと

を目的としており，最初に(J動計測に最も適している

~I'il別法を I-lilgenreiner. 氏2欲英氏i法去4絡E事;のtぺ|ドt均か、ら数 100

例胡"勺J~隠￡により人為的に3計1十8測a測明しυz剖叫4ο}入' ιJれLそ等手のうちでl山') l 

仰ω，)，μρliよ.計‘t吋|
た氏2家反氏法を選択して.自動計測を行うアルゴリズム

を開発している叫

写真は330x2∞の函泌に分割されるが，計測対象と

なる官l1減i主関節を含むG'lx G.Jとしている。淡淡IËJJf'~

は，付~~を示すt義国j阪に変換され.この線筒形から

大腿'1号顕f.í~l. 付az関筋線を知 'J. 外備位(11sを知る方

法をとってt必。この考え方11:mtf吏に紋様車政盤減少

のため，コ γピュータによって制御されるX~マイク

ロピームで.X線写真純影なしに，鈎かく線のみをおh

11¥す;63十回28)へと;mんでトるようである。

x弱i治混~í~泊二:tòl 、て.その逃t診鈍!N1:滋別する二と

により，その irregnl<ll'ityを発見出米・る場合がある。

この分野での試みの多くは.~のX線光~{f!象について

試みら:fLている。赤探らはコンビ品ータg]1胸による

f，J州泌総 ¥'01.23 



コンピ品ータによる放射線像の処遇!

FSSによって鰐充盈{鋭の輸かくを認識する方弘・を検 向皮の認識を;J!現している。コ γピュータによる方法

討している紛が，この方法は. 1枚のX線写真をコン では.このような人聞のパター γの識別過程を桜し

ピ品ー夕刊J胸で駆動されるスポットによって追跡し， て.mached filtering法や，学習法，裁はパーセプ

ヲビ滋像と背Zt との濃度境界を線図として;J~める方法で トロン法号事が総みられている0)。

ある。森らはスパイラルリ ー〆~.mいて鎗かくを追跡: 二れらは数'f二，手密き文字毎5の認識を除き，放射総

している16)が，ニの方iLは，スポットが境界から外れ {除への応用に関しては災用に近いものは鳥脇らの試み

た場合員事、l狼ループぷ入りこむ危険性がある。しかし|司 会除きほとんどない。必l協らは大型計算機システムに

機に充盈自民辺殺抽出の然みを行ってしる初島らの方 よって.間後胸ぷX線写究の異常陰影のスグリ ーュγ

法的に比較してコンピ 込ータ メモリのi'iii約には役会:つ 〆IrI~~l力とした多くの紙みを綿佑・ している 10)22)23)。官え

ものとs考えられる。 t.-r Jtlこしても.一定似以上のコ 符は，胸[~\閥luxilít写}'{7x7cm の濃度を 512 レベル，

γ トラ7.トを持つ腎憾の放5]1]は可(iちではあるが.'tJffm f1i際会256x256点t二分割した後にまず高liX線等兵;の診

符の|陣容l徐紗のf)~F.主や. {.民ョントラ7，ト河;の拍別がn:J 1旬iQ)1祭に隊法‘|徐彩になる背[31J防'，'l，もも附朕，鎖'待部;償

提gとして残り.た際上では宵輸かく線」こに異常パタ- 'JI-を品開lJするために. Bridge-fiIterと呼ばれるデイ

ンが現れる割合Lt少ないので， この点今後に険討を残 ジタルフィルタをコンピ品ータに収録された像に対し

す、 かけると. JU'釧~X線写れにおけるJliliと肋骨彩の境界線

2. 2 像の特徴f自由 がよく識別されるとしている。この Bridge-filterの

i却の*!j・倣をtthlllするのに，輸かく斜!.itd¥l)とは別に， 討な巡は，

~本らが試みている旬二重逃-影からの<11潤 ga日trical り.5，0，ーJ.O. 0.5 

のサイズの~!I)定t.t. W慌の構造変化合さぐるという」だ としった一次兄配列会示すディジタルフ fIレタであ

で興味が持てる15)Qareaのil[l)定:に|決る心と往く，鋭 f) ，これ合，コンビ品一割 Ij~にある胸部X総~~J.\の名

WJ的配列を持つX線{象のal測にはJ/'1iJ.主主主分析訟がよく ぷのマトロク7，にかけのわせることにより，肋'j干の!n

1ω1)される、. YA線がi説日tJ主J1.， )JJJ'，H~ '.r然活?とみなす誤'1:1]定の割合

r.ì'l/j肢のl~i(tiにおける area gastrical の)ç~ さは が減少する。 ζ の処理の後，外{I!~m:の)Jilj!llf~!I~.内側

1-611101 であるとされ，これをニ厄浩彩訟により遊説~ lmの肺!蹄5tYI-ぉよぴ心除彩の儲かくを決定する。そし

したフイノレムではかなり DJJlia[に総められるものも多 て. J!IIi出 fr;'~におけるP~'ìl~'r.~彩隙111ìíìi'l城 (S ・ !{)をすべ

い。このサイズの増大は悶炎のjJt~なm総とされてい て11Ul討しこの候補鋭械が兵1&・彩であるとの決定を判

るが'-のサイズをコンピ""ータ処現により;!rdl
'
)しょ 出tJ，論理によって行った。

うとするものである。 ar凶の111ているrL:"o((浴彩与 然常例会令む 16炊のX~1!Úの処遇!な rTったとた験で

!¥のー泌分を FSSによってディジ幻レ変換し. y!1二 1.1:. 11デ広告f災必'と判定する例はあったもの l.災常絵

|当I)r%: フーリエ災j~をして . JM!I主数似J成で，記述すると， ;彬許仮~~合f もつものlリ.t.‘寸ベて』災5ヰ}常の '1附:1司IJ~定Ë{合:fれ行iつ Tたよと2桜桜告して

}正ど7協詰，でtは，よt0仏.5引Ii川ne1附泊則ir/l

が!出白8説lUたヒ。 ニ tれll J:宅与長J'μ'~.上で 1m】1111 (，ρ向(1の火 i念?さに羽刺I~当当 う淡，~~~，大型 2γ ピ品-タシステムを3要喜することから.

寸す-る。また1可炎の，也、お・のものでは， O.-lli附 p.lir/11Ill1 11'(ちに)~朋化を行うことには1瑚准があるが.~碍匡総務

(1.25mm) となったと~i1告している。鈴本らは~{J: N!シλ テムの倹討なj隼めて:行り10). 将米にJPHすが持て

112次元フーリエ変換tよ・による試みを行ってLゐ。沌 る。

れはJ)lJiX線似の定量化合 1 1的として 1，;)隊の~1~tみな'Múi 3. 2枚以上のX線写渓処理

し sl)i紋庖!の術的変化をA:徴的4ニ.N-!Jl111米る"fiJlil1:{:: .:の領土戒では.ぶとして2枚またはそれ以上のX線

示唆したZ叱フーりエ仰がT，叉I.tウイ ーナスヘヲトノレ 写ftの邑ublraclion処J1J.!.又は cinefilmのc1ensi-

による銅像の郎析は{山斗ヤ1'.SdlOhl:'rらに.1:っても lometrvとその日ゾピ品-:;処加があるJ削HJ(立キnの

，~\みられて t .るJ~)2~).. 火、った 2伎のX線フ ィ I~ ム ~~Æね合わせることによっ

2. 3 パターン認総 て-，とのI K~'I1 IJI付じ生じたj訟彩剤淡1ß:の変化叉はj民主総の

この分野は，コンピ A ータが援も苦手とする分野で 正;1J~ ，j:~計測する方法であり，光学的な方法ーによるílU~

あるふ人のl創{依i二対する総別Ii.過去の記憶との対Jt {rわせでは，流光主主-m織のl字み弘之化を数値として測

や. 101均graphicなパターンの変形からの辿;包!による A: L ，i{I!いため.総il~ らは 2 枚のフィノレJ、;.!: 2つのアー

Nu. 1. Hl75 
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ムを持つスキャナによって，同期的に7，キヤンして，

呼!疫によるsiliのX線虫学的猪度変化による濃度の72のtrll

総を~'Ihlilするニとを試みた初。 ょの方法は. 11'旬ii1IXおil

写真を心始位.{tJ.呼吸位紺絞山知からの鐙44によって

阿JUJl!tl影すれば.tザi鋭機能等生問銭的ではあるが務

易に知るニとがIl:l;j~る flJ.'.'.~~持ってしる弓しかし l濁

形的にみた場合，肋'1:1・のズレが陣答j}~ として絞る欠点

を有している。 シネ払t~診の魁!Í像処理としては. film 

lllotioll an"lyze1'手による任広の阪の市{立の淡!必

1)lanimefryりSJ)!J~_E(+となるb ニの方訟は従来語['JÆ紅i

，!:!~~単に数例化ずる 1:1 的のみじ片~L ・られており，絞

近で11. 1枚1枚のシネ 7 -I/~ ムを image d issec 101' 

tllrleにより光電変燃し complltel'処理を行う方法

が試みられはじめたψ

4・X線テレビ画像の処理

絞近・ンネ線影に替って記録.i再生の谷めなX線テレ

ピ法/J~ Il~及した。そしてテレビ校UiのJí.J.l'.と ~t<fニ，テ

レピ像のコンピ込ータ処里liによる1向調U'dJlJ1がliわれる

ようになったν テレピ像のデータの採取には l次元.

2次ie. 3次x.~のす1ìtがあるψ それぞれの~S，君主に

より. 1;欠Jl;では:1.:として vidωd刷、sitolllt:f1'Yと

呼ばれる絞Jlのt印可的変化合. 2次:IL;て1よ{象としての

I'!ii(猿入力と l湖形処耳1l~. 31X廷では2次元図形に1時11¥)

の変化毛:('1'った紛報処理IIと.奥行も:(，ドったi凪常の:~~I.米

での3次元:;f裂の reconstrllctionとに1Jml)されるが.

これは後に述べる。

4. 1 1次元処理

i告~1itJJ~事の紙時的変化合従f立的4ニ知る試みl .t.シネ方

式会則いた Mnrcha):~じ説いて. x*梨テレビ目障をIE

子的4ニサンプリ γ〆する vidωd刊詩itometrrとし

ての試み11.W.∞dらによりはじめられた却、その筏

Lissl¥e1'J2) .陥れ27)• ~(r.Uii. 1ti悶21) らによって~くの

trialが行われたc この方lliはX線テ Lピ主iょ必線とI.i)

j切させた術令ftl・4オによって任.訟の{袋のー却の映像fd・3J・

34了.骨ンヅルアンドホールド1"げるs二よって{料品さゼ，

これを杭分したり，またデイジ官ノレ変換して. !f~J態Iltl

級会儲かせる方訟が級も一般的である。通常{主 Woocl

らが試みている/.(11く 1ヶ所ないし2ケ所主:越本とし

ているが.小林，沌れらはこれを(101&ヶ所に払・~して

，.i)附・iWJ定する方法主(:15'ぇ.ftj!11二t三けるBaの通過時

1;:1の測定に利用した27)~ UHI1らは. I!IU'Iに製作したう2

i立と，平均)Jlm:を組合わせて.IW野の何~~j~jな脈校合測

定m;j~たと縦告している21)が，災用的1':'1 ;1: . テレビf~ì

~t，;.そのものが S/N J七が良好でなトためX線テ L ピ=J~

4 

11: I;i 

i出の改良から始める必援があろう。

4. 2 2次元処理

二次元的な|必形処迎に闘しては. planimetryや制

自民の改良を行った綴告が3i~.0 i!l!i像のディジタノレ変後

十二は霊i(~: . 瓜平の|司期{~号を基司自として，走査線の開始

λ.'.~ (!ël~) より下方丞i的二サ γプリン〆を開始し麟次

位似合ずらせながら右紛までこ返7，キャ γを行う方法

が~~ 'o Zimmermanは bip)anex-ray TV伎鑑に

より lightJlヒ仰 を絞った心友従容!i'fと心が111:¥克:を計n
・1・/，;，シ久テ1，'~Ilflfê Lた.1)0 )，，1織の試みはDlIme呂nill

らによっても行われている九

TV.j:用いた図形入力方式は FSS方式l二比較して

約1邸主低'，'がう2訟のコストが安t・ので好んで周しられ

るb

4. 3 3次元処理

的i倒的:a化合イ'1':った3次元{鋭の処理は. Xil'JlTV像

の持つt'f.r.~からも絞もm穏な処理と与えられるが，多

〈の担bft，コ γ ピι ータのメ-é!)が大~くなL' と;必:m

1J~5$ しいためほとんど試みられていなt 、。メモリを節

約しかっII~'倒的怖をおh:心する考え方として，者:/{i IJ~試

~た方法I~おi介する。 t印刷仰に変化する像を. 1濁1の

上うな)jij;-C:.Jンピ.t.-~に入j)する。 .ニのJM{~. メ

モリを節約し ミニコソによる処理!を災現させるた

め，最大 10x10cmのI8:JI主主d:壬72:に選択して，サソプ

リγ〆対象区域とした。指定した部伎をヨンピ紘一タ

からのt!?示1':'より.O.3-1secの附附でくり返しメキ

ャγする。 ζ のI時冷11阿司前にλ トアさjれ1たデ-タとi比t絞

しし， 淡}皮支釦tに'.::..~.必(色;のあつたj場易合のJみ伝仏' f詮色のデ-タを赤対:n応Eす
とる'コンピ止一芦のメモリに方加日3訂7

三ても二そとのt絶色ぷ刈HI虻仰{臼lもなf とつて)J州J川川11巾好符:が「行ï'~オわ勺，1れLる。~のフ方7叫U訟;1に

よつて.像に変化のなかった部分に比較して，変化に

応じた前い数仰がメモリに収録される。コソピ品ータ

の DA変J免によって.X-y記録atにi<.示すれば. I~ 

形ilqhX日 Yに淡皮がZで示される 3次元')告示となる。

1~2 に， ζ のようにしてmられた心左京1;1: とそのj絹辺

却の computerizeclvideo kymogram ~示したω 左

主の!~峨r6. mliif~)J脈の拍動による!I'V)きの状態がゆJt僚に鋭

綴さ:!lる。

5. コンピュータ布陣断X.i車線影法について

これまで述べて来た格的のデ一世処理起には.4. 3に

述べたものを|徐き， コンビ λ - 1J .)) 1及終処Jïまでの~・

与総IJ:充分に向いものと1.1:云えなt、。それは単に人ブJ

f換がX線フィルムであったり，また imageintensifier 

t¥lueであったりしたザ 2会陶if:f1X級決れから発生する

f.i州以:tl:: Vol. 2;) 



ヨンビ込 ータによる政射線自民の処J!1

重盛岡，o 水平向期

コンビ.l.-~ (JEC・5)

メモリ 4096 言~

目見{~ j自巾

サンプリング位置
掲示信号

x -y 

:e ，事 It

第 1凶 X~ テレビ 3 I火1じサンゾリング処理JlIIHIl

x*車11，j.1!統スへ 7 トノ~!C持つ:.i~劫エネノ~41_ ((l、初

k~v の X線であり， I吸収デーが以外じ I :I:~Hよからのがt

織を外市に伝えることはできなL、。この吸収を少し創|

くみる と生体の構成要素としてはミネラル， ~%，水

以外にも， J脂肪， J血液， J悩調Ui~l ・ずれにおt ・ても.吸収

iニ~，-rかの3告が比られる。ふれらのあるもの1 :1:，通常

のX線写史上にm綴として現れる場合があるが多く

は， x*患と fe光物質との相互作用や，より蛾収ぷの大

きい前3--&-による吸収変化の'1'にマスYされてkl(rIに

は濃度混と LてmれなL、。しかしl段収l二誕のあるニと

は*~~である。微IlU内l二 見た場合には1吸収;をの前線は

，氾録される~:であるが， Lかしi誌に一方向のムのデー

タでは吸収益はあっても， (，本~(I析出方J!'J の綴:0，(/((と L

て示されるために，これt$の!以収縫がフィルム上sニf~t

!おされることはない" ~の織な小遣をの存在に必 u した

Cormack ら111廷に 1963~ド吸収法を COlllplltt.'1'解析す

No-1， 19i5 

る方法じっしてのIIf能性合示唆し KlIhlらは， Rlイ

メ ー ジの航・I~Ji像の reconstruction 1ニつL・て定資型の

」ケの検出加を使用する方法で災現した叫 しかし災

前として11~起用にf:l1 らなかった。 HOUllsfield は]973

5)'小製コンピ比一JI.NOVAと， 1~3 の如き縁状にス

キャソしながら l。づι1800 l'!llfi長し，VJU似合横断定宣

する ]20kvpのXt袋発生決i世と， NaI のk~iltèを用いた

検出加により 1~}られた吸収データから，償陶i菌i内での

吸収量を~'I'算する述立方程式を導びき，政泊tの任忠;の

~Yl作Ji rltj{1敏も:llt心する決i慌てヒ>'O!J. し た7)。 二れが CAT

と1If-ばれるものであり政治:I.t160 x 180(28800)の七グ

メントに分割される。水との吸収絞，J!111.郎防でIO.9.c，

;1l織で-t.%の必を対:つといわれるが，組織は.!t':じ分け

ると，1Kj白山被.自~. Iκ白質， !来"'illfilr&:・~によりそれ

ぞれわずかではあるが減収廷を示すので， ζの領J成で

1吸収益に対する分解能を上げれば， ιれ古事の脳内ra;で

5 
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第2図心ti.宝・tt:lljli~O)ID~の compu('erized video 

kYlllography 

の~~t!泣状況が横断関として制認をできる。 Ambros仇

Newらの臨床的な使用結果によれば， )悩室形状然7話・は

勿i~1命，脳内出血， Ash'ocytoJl111， Ex(ensive gliobJas-

toma， Undifferenciated， Carcinoma. Metastatic 

adeno carcinOJl¥a等がザH僚に観察され.}Jiにごく少

i設の込-影剤i主人により， Men jugiollla， Embryonal 

tumol' 等が像として観察できるとしている1)17しこの

ような袋i置は単ぷフィルムとX線発生昔話を用いる通常

6 

到のJlij転刷所古川tでLl:.まったく険111不能であ

りコソビ品 -!I と X線級f:li~:~とがお i合わされて

初めて可能となったものである。このような3

次)é9!(射線像に関しては，従;l~のX線決iî"1~ とフ

ィルムはまったく無力である。慾らくは，今後

2次元のこれまでの践はや平i伯母iJ必綴影法等へ

も二の技術が滋入されるものと思われる。

じATI よその後刻・r~方法合後:えて Ledley・で~;

いよっても{午らJl対~ma立~!，jJ(r'~i~ よりむしろ)ff~

;':1;. )lü;';j; としてS仕掛時間O)~\i総. hl!i質改良が試

みられてトる£ しかしこのlI!y.'.';i.では 1枚ないし

数枚の像化jl}るのi二4~:; 5}かかるのでI京市以

外. ~守i二心臓で1 t.1u)主のために約皮のli訊、像l.t，

Nられな¥'9Mayoの ]{obbらの研究チームは

似彩めj込法化にとり割lんだ結集. x線 TVの定

。伐総と car<liac :-;ync lllυnj~引と会 111 '， .たじAT

i1;化IlNたした附〉叫 ニ.iLI.t.X線'[・Vカメラ会JI小伝

ミー比. I:f:.'~:のIUi.総合j~H1(lて.f急会;iJN:-./-る

もので，数秒11\1で俄Inif後を I~J\ ることができると

協;なされてしるが. 1臨床(t'-Jな 1~~Ff;t~:J:. ι れからの

ようである。\.-J') liこせよ X線 TV のオd~的な

J主体刊行1;')としてiJ:.1I~: .11ζ~ 

6.放射線像のコンビュータ処理の今後

二れまでコンヒ.'，一宮全)1]¥'たX線像処JlI!へ

のJJL:I}({rjむベた。 1895イl'のX線1eJ.i以米政射線

l節(~採の川泌が論議をど11子びつつも， l示;ザ:へのX線

ωf1Jl111.tH'1大の，，'i会合たどった。それ会111:代的

{ニ分1')'.Ilば. i(!fこ l 炊のX 需品!'デピL会 i~J\たIl!ÿ(にと

みí~ 1111:(¥. X総テレビの平1)汁lに人った111:(.¥'; It' ~'~ 

2111:(にとIlfぶ伝らぱ. じATのIt!fi'¥';I二入って初

めて従~~(/)X 線写~ ~'çフィノし i、からはな~ l.ニ .lt

までーヘは依拠係であった悩殺i処3)J!，決il~UJ:x綴lí~

{ヤ製の::1:'役として玉足場したい

人によっては，この技術をX線発見以来とも詳

しているが， ζh~.l:正しくお'53 札，1:代とし・う*1(し

L 、Il~f代ιX線幸IJ)l:j投l~jが入った二とな，\}:味すゐ

ものと思われる。このように.考・えたとき今後の放射線

利用技術は，本命的な感光材料やX線管が~ê切されな

い|浪り，コンピュータの役割は駒大L.その利用いよ

ってこれまでf~tられなかった多くの診断情線が得られ

るものと巧えゐことができるい .ニ jI4fj!ωlliして入る

と. 1):.Jγピ品ータ干lmu支術による被i銀総般の低下と

巡伝的彩轡の排除.Z) in vivo派彩による micro-

scopicな生似繊探像のjlull1と陣容彬除去. 3)微小な

..， 

.J1 

q 

i 
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<Br;('. J. HadioJ. <!6: 1018j;( (973)より転il史J
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